フロンティアソフトマター開発
専用ビームライン産学連合体
代表　小島　優子　殿
年　　月　　日

諸変更連絡書
下記の変更等について、連絡いたします。
	参加企業グループ名
	


1.連絡の区分　＊いずれかに○を付けてください。
	
	(1)運営委員の変更

（協定書第11条に定める運営委員）
	
	(2)連絡担当者(運営委員と異なる場合)の変更

	
	(3)学術研究チームの構成員の追加

（協定書第5条に基づく）
	
	(4)学術研究チームの構成員の削除

(協定書第5条に基づく)

	
	(5)連絡先(所属等)の変更
	
	(6)旅費等振込先の変更

	
	(7)参加企業グループに属する事業者の追加(協定書第5条に基づく)
	
	(8)参加企業グループに属する事業者の削除(協定書第5条に基づく)


2.連絡の内容
	Ⅰ
	氏名①

(旧担当者)
	
	(1)・(2)の変更の場合、旧担当者氏名をご記入ください。

	Ⅱ
	氏名②
(担当者)
	
	全ての連絡でご記入ください。

	Ⅲ
	所属
	
	(6)･(7)･(8)以外の連絡の場合ご記入ください。

	Ⅳ
	役職
	
	(6)･(7)･(8)以外の連絡の場合ご記入ください。

	Ⅴ
	連絡先住所
	
	(6)･(7)･(8)以外の連絡の場合ご記入ください。

	Ⅵ
	TEL＆FAX
	
	(6)･(7)･(8)以外の連絡の場合ご記入ください。

	Ⅶ
	E-MAIL
	
	(6)･(7)･(8)以外の連絡の場合ご記入ください。


3.新規旅費等振込先口座　

＊参加企業グループ経由での提出の必要はありません。直接事務局へ提出してください。
	金融機関名
	　
	　
	支店・支所

	口座番号
(普通・当座)
	　
	口座名義
(カタカナ)
	　


4.参加企業グループに属する事業者について

	追加・削除
	企業名
	


5.フロンティアソフトマター開発専用ビームライン産学連合体（ＦＳＢＬ）の理念と目的

　新規加入（事業者、学術メンバーとも）の際には、下記の理念と目的について周知し、十分ご理解いただいきました。


フロンティアソフトマター開発専用ビームライン(FSBL)産学連合体の理念と目的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. FSBL産学連合体の目的
　　 本連合体は、2008年2月に成立したFSBL産学連合体の協定書に基づき、SPring-8のFSBL専用ビームライン（BL03XU）を利用して、高分子科学のさらなる発展、ソフトマター・高分子新素材の開発を中心とする産業への高度活用、放射光利用技術の高度化、を目指した研究を、学と産が協力して展開することを目的としている。
　(注) SPring-8は、大型放射光を利用した科学技術に関する試験研究と物質・材料の分析・評価技術の高度化のために、国民の税金により建設・運営されている大型施設であり、その成果については公開が原則である。（航空電子等技術審議会20号答申[添付資料]参照）
２．産学連携の意義
　　　ソフトマター・高分子製品の研究開発と製造プロセスの技術革新のためには、その階層構造をナノ・メソレベルから明らかにするソフトマターに特化した専用ビームラインが不可欠である。この共通認識のもとに、ソフトマター分野の産と学の連携によって、世界最高レベルのSPring-8放射光源の性能を最大限活かした、ナノ薄膜・表面構造計測システムと、各種プロセスのその場計測も可能なWAXS/SAXS同時計測システムが構築された。運営も、産学連携で志を高く持ち、効果的に行う。
３．企業グループの役割
　　　FSBL産学連合体を構成する各企業グループは、事業者と学術研究チームとからなり、事業者はFSBLの建設と運営のための財政を負担する。各企業グループは対等・平等の立場で連合体の運営に参加する。各企業グループの事業者は、各企業グループ内の学術研究チームの協力の下に、ソフトマター・高分子新材料開発のためのFSBLを利用した基礎・応用研究を推進し、その成果を、新商品の開発や製造プロセスの革新、および知財形成や論文発表により、納税者へ還元するようにつとめる。
４．学術メンバーの役割
　　　学術メンバーは、所属する各企業グループにおいて本連合体の目的遂行のための共同研究の発展に寄与するとともに、FSBLの理念と目的を実現するために、学術の立場から、高分子科学の長期展望に基づいた研究の提案と実施をおこない、それを通して公に成果を還元する。
	本連絡書記入担当者
	
	＊運営委員名は企業側と学術側

	運営委員
	
	


 6.担当者
諸変更連絡書の記入について

連絡の区分により、ご記入いただく項目が変わります。以下に区分ごとに必要な項目を記します。

(1)　運営委員の変更

　　2.連絡の内容の項目Ⅰには、旧運営委員の氏名を、Ⅱ～Ⅶの項目に新運営委員についての情報をご記入ください。
(2)　 連絡担当者(運営委員と異なる場合)の変更

　　2.連絡の内容の項目Ⅰには、旧連絡担当者の氏名を、Ⅱ～Ⅶの項目に新連絡担当者についての情報をご記入ください。新たに連絡担当者を設ける場合は、Ⅱ～Ⅶの項目にご記入ください。

(3)　 学術研究チームの構成員の追加

　　2.連絡の内容のⅡ～Ⅶの項目に、追加する学術メンバーについての情報をご記入ください。

(4)　学術研究チームの構成員の削除

　　2.連絡の内容の項目Ⅰに削除する学術メンバーの氏名をご記入ください。

(5)　連絡先(所属等)の変更

　　運営委員、学術メンバーの所属・役職等が変更になった場合、2.連絡の内容の項目Ⅱ～Ⅶに情報をご記入ください。
(6)　旅費等振込先の変更

　　学術メンバーで登録している旅費等の振込先が変更になった場合、2.連絡の内容の項目Ⅱに氏名、3.新規旅費等振込先口座に新しい口座の情報についてご記入ください。

(7)　参加企業グループに属する事業者の追加

　　参加企業グループに新たに事業者を追加する場合(協定書別紙２の変更)、4.参加企業グループに属する事業者についての追加に○をつけ、事業者名をご記入ください。

(8)　参加企業グループに属する事業者の削除

　　参加企業グループに新たに事業者を削除する場合(協定書別紙２の変更)、4.参加企業グループに属する事業者についての削除に○をつけ、事業者名をご記入ください。

· 最後に本連絡書を記載された方のお名前をご記入ください。

また、企業側と学術側の運営委員の内容確認を得た上で、運営委員の氏名を記入して下さい。
以上、よろしくお願いいたします。

(1)・(2)の変更の場合、新担当者についてご記入ください








